
わたりグリーンベルトプロジェクト	
「熱気球フェス＆シンポジウム」　ご協力へのお礼およびご報告	

2012年12月２２日に開催しました「熱気球フェス＆シンポジウム」につきまして、多大なるご協力を賜り
心より感謝申し上げます。イベント概要につきまして下記の通りご報告申し上げます。	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたりグリーンベルトプロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱気球フェス＆シンポジウム実行委員会	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　丸子キヨ子	
　　　　　　　　　　　　　　　　	  
■　開催趣旨	
	
宮城県亘理町では、東日本大震災で失われた防潮林を復興するための計画を市民主体で作ってきました。
南北４km、東西 1km のエリアに、次の津波から人々を守る強い防潮林を創り上げます。この度、東日本大
震災地において、復興を市民主体で進めることができたらとシンポジウムを催し、各地で復興に取り組む仲
間達が集い、わたりグリーンベルトプロジェクトを事例に、市民主体の震災復興の具体的手法を考える機会
を設けます。同時に、気球 5 機を亘理の子供たちを乗せて空に舞い上げ、皆で亘理と復興地すべての人た
ちの夢を描きたく思います。	
	
■　開催概要：	
　	
　・　日時　2012年12月22日（土）	
　　　　　　07:00〜12:00　熱気球フェス（07:00〜09:00が熱気球体験搭乗）	
　　　　　　10:00〜16:00　シンポジウム「市民主体の震災復興とは？」	
	
■　活動実績	
	
　・　熱気球フェス　参加者数　約600名	
　　　　　　　　　　　  熱気球搭乗体験　約300名	
　　　　　　　　　　　  ステージ出演団体数　４団体　　　　　　　　　　　　　	
　・　 シンポジウム　参加者数　約130名	
   ・　熱気球フェス＆シンポジウム実行委員　13名（町内）	
　・　当日ボランティア　91名（町内20名、町外71名）	
　　	
■　活動支援金の用途（10万円以上のものを掲載）：	
	
　・　熱気球搭乗体験費	
　・　簡易パンフレット作成／印刷費	
　・　告知用ポスターデザイン＆印刷費	
　・　会場設営用資材購入／レンタル費	
　・　絵馬デザイン＆絵馬＆絵馬かけ費	
　・　クラウン特別出演料	
　・　バスレンタル料	
　・　苗木育成体験料　＋　育成発注費	
　・　当日専門家謝金＆交通費	
	
■　来年度の実施に向けて：	
	
2012年12月に開催しました「熱気球フェス＆シンポジウム」が大盛況だったため	
是非来年度も実施したいと思っております。	
その際は、イベント概要につきまして再度ご案内申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

2013/01/23	

共催：一般社団法人ふらっとーほく、特定非営利活動法人熱気球運営機構、NPO法人女子教育奨励会(JKSK)	
後援：亘理町、亘理町教育委員会、（社）グローバル・コンパクト・ジャパン・ネットワーク	
	



熱気球フェス　当日の様子（１）	

熱気球フェスは、熱気球搭乗体験・ステージパフォーマンス・ブース出店の３つで構成されていました。	
	

■　熱気球体験搭乗	
	
こちらは、特定非営利活動法人　熱気球運営機構様のご協力により	
「東日本大震災　復興支援熱気球イベント　in　亘理」として実施致しました。	
当日は延べ300名の方に搭乗頂きました。	
	
なお、当日は7時から搭乗開始したのですが、8時前後には雪がちらつき始め、	
安全面を考慮しこの時点で熱気球体験搭乗を中止致しました。　	
	  

当日は、下記５団体のご協力により、計５機の気球にご協力頂きました。	  
	  
・　熱気球運営機構　：　ワンダーグローブ	  
・　名取市から津波の中から奇跡的に復活した　：　いろは号	  
・　茨城県百里バルーンクラブ　：　おがっち	  
・　ANAグループ　：　AMA	  SHINE	  DREAM	  
・　スルガ銀行　：　Dream	  Direct号	  

５．気球をあげるときの風景	４．朝６時半の段階での行列	 ６．地球型の気球　	

２．５機の気球	１．気球があがる瞬間	 ３．気球がすべてあがった瞬間	



熱気球フェス　当日の様子（２）	

■　ステージパフォーマンス	  
	  
ステージ上では５団体の皆さんにパフォーマンスを披露していただきました。	  
雪がちらつく中での熱気は本当にすごかったです。	  
	  
	  
	  
	  

１．長瀞小学校による「長小ソーラン」	 ２．道岳館特別好楽隊による	  
太鼓演奏「特好大太鼓」	

５．チムチムサービス	  
カッシー君とママレちゃん	

３．有志による	  
フィナーレのダンス	

４．プルメリアフラサークル	  
フラダンス「祈りと希望」	 ６．ステージに見入る子供達	

■　気球ブース	  
	  
気球ブースでは、豚汁やおにぎり等の等のご飯もの、いちご等の土産産品、ウッドクラフトや輪投げ、苗木ポッ
トづくり、絵馬かき等のアクティビティが出店しました。寒かったために、温かい汁物系のブースが大人気でした。	  

４．絵馬１：	  
はじめて気球にのった感想	

５．絵馬２：	  
沿岸部の景色を絵に	   ６．皆の絵馬がかけられた絵馬かけ	  

１．大人気は汁物	  
２．将来防潮林となる	  
苗木のポットづくり	

３．復興への想いを	  
「絵馬」に書く子ども達	



シンポジウムの様子	

■　開催の趣旨：「市民主体の震災復興」の真髄に、参加者の皆さんと迫りたい	
 	
東日本大震災では、復興を市民が主体となって進めることができているところもあれば	
なかなかうまくいっていない場所もあります。	
そこで、今回各地で復興に取り組む仲間たちが集いわたりグリーンベルトプロジェクトを事例に	
市民主体の震災復興を進めるための具体的手法を皆さんと考えられないか？と考え	
今回のシンポジウムを企画しました。	
 	
■　当日の流れ ： 全国から130名近くの方がいらっしゃいました	
 	
　第１部　10:00　わたりグリーンベルトプロジェクトの紹介	
　　　　　　　　　　６名の発表：マスタープランができてから私達がやってきたこと 	
　　　　　　12:00　昼食休憩	
　第２部　13:00　対話型パネルディスカッション	
　　　　　　　　　 「わたりグリーンベルトプロジェクトを解剖する」	
　第３部　14:00　参加者全員での対話	
　　　　　　　　　「東北で市民主体の復興を行うために」	
　　　　　　16:00　終了	
	
■　当日の風景	

２．鈴木征治運営委員長	  
（大畑浜北区長）　開会の挨拶	  

１．全国から集まった	  
130名近くの参加者	

３．事務局長の松島から	  
わたりグリーンベルトプロジェクトについて	

６．対話型パネルディスカッションの	  
　　風景	  

７．参加した亘理高校の生徒	  
８．模造紙を活用しながら	  
皆で語り合い	

５．荒浜小学校で実施した	  
　　苗木作り体験の写真	  

４．6名の方からの発表：	  
荒浜小学校の渡辺教諭	

９．気仙沼でまちづくりに関わる	  
東北学院大学講師の千葉先生	



特別協賛	

協賛	 　　　　　　　　東京都	
	
株式会社　三井住友銀行	
	
サイボウズ株式会社	
	
全日本空輸株式会社	
	
ANAセールス株式会社	
	
東京農工大学 水環境学研究室	
　　　　　　　　　 卒業生有志一同	
	
　　　　　　　　千葉県	
	
社会福祉法人　みづき会	
	
　　　　　　　　静岡県	
	
スルガ銀行株式会社	
	
　　　　　　　　亘理町	
	
宮城第一信用金庫　亘理支店	
	
みやぎのあられ株式会社	
	
亘理ライオンズクラブ	

おしか商店	
	
鳥の海歯科	
	
たかはし建材株式会社	
	
株式会社　山田屋	
	
フラワーショップ秀	
	
ブロッサム遊花	
	
有限会社　マルワタクシー	
	
株式会社　ケーヒンワタリ	
	
YOSAKU　亘理店	
	
とんかつ小野	
	
渡辺工務店	
	
有限会社　伊藤生花園	
	
ヤマザキショップ　鈴武商店	
	
みやぎ生活協同組合　亘理店	
	
株式会社　丸福山田屋	
	

工房あえり	
	
渡辺商店	
	
石川自動車	
	
かくちょう	
	
つるや	
	
伊藤建工	
	
せとや	
	
ジョアンナ	
	
山川果樹園	
	
横田商店	
	
岩佐組	
	
つくしの会	
	
うた蔵ぶ	
	
　　　　　　　山元町	
	
畑の楽校	
　　　　　　　　　　　※順不同	

華為技術日本株式会社（ファーウェイ・ジャパン）　（東京都）	

物品協賛	 明治ホールディングス株式会社（東京都）	
	
積水ハウス株式会社（大阪府）	

寄付	 レストラン　ア・ニュ　ルトゥルヴェ・ヴー（東京都）	
	
武田薬品工業株式会社（大阪府）	

協力	 亘理町柴町行政区（亘理町）　　　　　　　　　　　　　	
	
鳥の海ふれあい市場（亘理町）　　　　　　　　 	
	
亘理町吉田東部地区まちづくり協議会（亘理町）	
	
亘理町立長瀞小学校（亘理町）	
	
FMあおぞら（亘理町）	
	
日本たばこ産業株式会社（東京都）	
	
	

多数の町内外からの企業・団体（48団体）、個人（18名）の皆様から、協賛、協力を頂戴いたしました。	
心より御礼申し上げます。	
平成24年12月22日　現在	

ご協賛・ご協力を下さいました　皆様	



【収入支出項目内訳】　熱気球フェス＆シンポジウム	

平成25年1月21日現在	

収入の部	

科目	 摘要	 金額	

協賛金収入	 町内外からの協賛金	 ¥5,665,000	

寄付金収入	 町内外からの寄付金	 ¥75,000	

雑収入	 銀行利息 等	 ¥0	

収入の部　合計	 　	 ¥5,740,000	

支出の部	

科目	 摘要	 金額	

企画運営費	
熱気球運営、ステージ出演料、子供
による苗木づくり企画、チラシ・パンフ
レット・ポスター企画製作印刷　等	

¥3,470,840	

旅費交通費	
東京での打ち合わせのための旅費
交通費（JR、特急料金）、現地移動
（タクシー代）	

¥180,680	

燃料費	 ガソリン代、軽油代	 ¥187,459	

文書通信費	
郵送代、送付代（書類の郵送、宅急
便の送付）、コピー代	

¥45,423	

資材、事務用品費	 資材、事務用品費 等	 ¥841,144	

賃貸費	 備品レンタル料 等	 ¥446,627	

施設利用料	 会場利用料（打ち合わせ、準備）	 ¥6,650	

謝金	
シンポジウム講演者への謝金 
備品借用先への謝礼 等	

¥114,480	

保険料	
傷害保険料 
（スタッフ、ボランティア、熱気球ボラ
ンティア）	

¥24,500	

会議費	
事前準備または当日準備のための
お弁当代、ケータリング経費 等	

¥166,525	

雑費	 支払手数料、新聞雑誌購入 等	 ¥515	

支出の部　合計	 　	 ¥5,484,843	

収支差	 　	 ¥255,157	

わたりグリーンベルトプロジェクト　熱気球フェス＆シンポジウム　実行委員会	








